
1（　）

再生紙を使用しています。 平成 25 年（2013 年）11 月 13 日

一般社団法人 宮崎県教職員互助会 退職互助部

第 １ ９ ３ 号
〒 880-0801 宮崎市老松１丁目２番２号
TEL(0985)29-1243/FAX(0985)27-4146
E メール : gojyokai@miyazaki-kyogo.or.jp
ホームページ : http://www.miyazaki-kyogo.or.jp/

◆申し込み方法と制限等
◦原則として電話による申し込みは受け付けません。必要事項（会員番号・区分、氏名、昼夜の別
希望の座席、枚数）を記入の上、郵送・ＦＡＸまたはメールにて申し込みください。

◦申し込み枚数は加入者一人につき２枚以内です。
◦座席区分（Ｓ席、Ａ席）の希望はできますが、座席番号の指定はできません。
◦申し込み者が定員を超えた場合は、抽選により当選者を決定します。抽選に漏れた場合、「希望

以外の座席に変更」または「申し込みを取り消す」旨を必ず書き添えてください。
◦会員券の発送は、来年１月下旬を予定しています。

【公演日】 平成26年３月12日（水）
【会　場】 メディキット県民文化センター
　　　　 （宮崎県立芸術劇場）演劇ホール
【時　間】 昼の部　開場　13：00
　　　　　　　　 開演　13：30

　　　　 夜の部　開場　17：30
　　　　　　　　 開演　18：00

【申込締切】 平成25年12月25日（水）
　　　　　※当日消印有効

◆演　目（※昼夜で演目が異なります）

　【昼の部】一、生
しょううつしあさがおばなし

写 朝 顔 話
　【夜の部】一、花

はなくらべしきのことぶき

競 四 季 寿　　二、ひらかな盛
せいすいき

衰記

◆会員券料金および座席数

昼の部 夜の部

Ｓ席（2,000円） 100席 140席

Ａ席（1,000円） 30席 30席

※（　）内は会員券料金です。会員券は一般券より低料
金となっています。

※公益財団法人宮崎県立芸術劇場 友の会「くれっしぇ
んど倶楽部」に入会している方は、料金及び発売日を
確認のうえ申し込みください。

※未就学児の入場はご遠慮ください。
　（託児サービス有。詳細は同封のチラシをご確認ください。）

座席図
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『生写朝顔話』　©青木信二
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　10月15日（火）校歌・「統合・閉校の記録」追録 編集委員・調査協力員 合同会が行われました。
　これから、校歌・「統合・閉校の記録」追録　の調査が本格的に始動します。
　
　協力員は２つの部から構成されています。
◦「統合・閉校の記録」追録作成の部
　　各地区から選出いただいた「退職互助部」の会員で組織されています。

　～　資料と情報の提供をお願いします　～

　　調査協力員は、次の資料を収集しています。
　　各市町村や学校、会員宅等訪問した際には、資料の提供にご協力をお願いします。

　　平成元年以降（“追録”は平成７年以降）に統合・閉校した学校の
　・アルバムなどの写真　　・閉校や創立の記念誌　　・その他関連の記事　等

　　また、あわせて、上記の資料を個人的にお持ちの方、統合・閉校した学校関係の情報等を
　お持ちの場合は、教職員互助会（0985 － 29 － 1242）までお寄せください。

校歌・「統合・閉校の記録」追録　編集委員・調査協力員　合同会を開催しました
～　校歌・「統合・閉校の記録」追録の調査がスタートします　～

地　区 氏　　名 地　区 氏　　名 地　区 氏　　名

西臼杵
興梠　純一

日　向

藤原　正
中　央

吉田　静男
須藤　淳一 新名　弘之 菅原　壽宏

県　北

佐々木　敏男 二見　順雄 都　北 野口　直矩
大塚　範広 橋口　郁子

県　南
松田　惟怒

佐藤　和博 深城　恵美子 神　國夫
赤藤　忠 森　茂樹

西　諸
安藤　正継

仕田　嘉代子
児　湯

本部　哲男 矢野　侑三
伊地知　季一郎 川澤　博文 栗屋　勉

◦校歌ＣＤ作成の部
　　学校から推薦いただいた先生と編集委員で組織されています。
　　　○小・中学校の部

　　　○県立学校の部（編集委員）
　　　　古田　豊　　　高山俊文

　　　＊伴奏譜のない学校の校歌伴奏譜作りや校歌ＣＤの収録について協力をしていただきます。

　　　＊各市町村や学校などを訪問して、統合・閉校した学校の資料を収集していただきます。

所　　属 氏　　名 所　　属 氏　　名
宮崎市立 清武小学校 堀　由美子 宮崎市立 住吉中学校 瀬治山　佐知子
宮崎市立 高岡小学校 中山　美紀 西都市立 三納中学校 神野　加代子
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現在働いていて、年末調整を職場ですることになっています。確定申告は必要ですか？

給与所得者でも、確定申告をしなければならない場合や確定申告をすることで税金の
還付を受けられる場合があります。

収入が公的年金だけなのですが、確定申告をしなければなりませんか？

平成23年分の確定申告から「確定申告不要制度」が導入され、下記の①②両方に該当
する方は、申告しなくても良いことになりました。
　①公的年金による収入が400万円未満
　②年金以外の所得（給与所得等）が20万円以下

◦給与の収入金額が2,000万円を超える人
◦給与所得や退職所得以外の所得金額の　
　合計が20万円を超える人
◦給与を２ヵ所以上からもらっている人

ご注意ください！
　健康保険料や介護保険料、配偶者や子どもの国民年金掛金などの社会保険料や生命
保険料、地震保険料などの控除は、確定申告をしなければ認められず、税金の納めす
ぎになっている場合があります。納めすぎた税金は、確定申告をしなければ戻ってき
ません。
　また、「確定申告不要制度」により、確定申告をしない場合、原則として住民税の申
告をする必要があります。住民税の申告については、お住まいの担当窓口へお尋ねく
ださい。

◦マイホームを住宅ローンなどで取得した場合
◦多額の医療費を支払った場合
◦災害や盗難にあった場合
◦年の途中で退職し、再就職していない場合
� など

確定申告　Ｑ＆Ａ

＜確定申告をしなければならない人＞ ＜税金の還付を受けられる場合＞

確定申告の準備を始めましょう
～確定申告は必要な書類が揃っていないと手続きできません～

　公的年金等の源泉徴収票や生命保険料控除証明書、地震保険料控除証明書など、これか
ら送られてくる、もしくはすでに手元にある必要書類は整理して保管しておきましょう。
　なお、教職員互助会では、会員のお手伝いとして、平成25年申告分の“確定申告手続き
説明会”を来年２月に予定しています。日時、会場、参加申し込みについては１月発行の
退互部報でお知らせします。
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　「生活設計支援事業」は、昨年の７月からスタートした新しい事業です。
　当事業は、退職互助部の加入者のみなさんが、安心・安定的な生活設計をたてられるよう、
中長期的な資産運用としての生命保険商品等を紹介し、経済的な側面からサポートするこ
とを目的としています。
　興味のある方は、ぜひ退職互助部（0985–29–1243）までご連絡ください。資料をお送り
します。

生活設計支援事業のご案内
～設計書作成は無料でできます～

　具体的な試算をお願いしたいん
だけど？

　　退職互助部へお電話ください。
　試算は無料です。何度でもお気軽

にご依頼ください。

　加入には既往症等は関係ない
の？

　 ご紹介する商品の中には、既往症
等により加入できないものもあり
ますが、そうでない商品もあり

ます。一度ご相談ください。

　　どんな人が加入できるの？
　　加入できるのは下記の方々です。
　◦退職互助部の加入者
　◦年齢が 80 歳 5 ヶ月未満の方

　　中長期的ってどれくらい？
　　契約（加入）後３年以内の解約は、元

本割れをする可能性が非常に高くなり
ます。

　　そのため、５年以上の運用をお考え
の方におすすめします。

　課税関係はどうなるの？
　・契約（加入）した年の保険料は、生
命保険料控除の対象となりますので

確定申告で使用できます。
・解約返戻金は、その受取った額のうち、

利息分が課税の対象となります。
・死亡保険金は、相続税の対象となり

ます。
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「スクールコンサート」を実施しています 
公益文化事業

　今年度は、県南地区・中央地区でスクールコンサートを実施しています。鑑賞料は無料です。お

近くの学校に是非、足を運んでみてください。

　なお、鑑賞を希望される方は、対象校にお問い合わせください。

　初めて見る動き、ダンス、内容に興味津々
で、食い入るように鑑賞していました。時折、
笑い声も聞こえ、とても楽しんでいる様子で
した。ダンスに参加する場面では最初は恥ず
かしがっていた高学年生も、低学年生の無邪
気さにつられて、楽しんでいました。
（んまつーポス公演　市木小学校　神村明美）

　笑いあり、考えさせらるところありで約
１時間半低学年の児童も良く集中して鑑賞
していました。公演後に子どもたちの質問
に丁寧に答えてくださったり、舞台裏を見
せていただいたりと、子どもたちへの対応
に温かさを感じました。
�（劇団ぱれっと公演　潟上小学校　竹内美貴）

潟
上
小
学
校
で
の
公
演
の
様
子

スクールコンサート日程表（11月中旬～12月）

市
木
小
学
校
で
の
公
演
の
様
子

所　属　名 公 演 日 アーティスト名

七野小学校 11月14日（木） 劇団ぱれっと

酒谷小学校 11月14日（木） リラの会

金谷小学校 11月15日（金） 温故知新

大平小学校
11月15日（金） INTI

大束小学校

鵜戸小・中学校 11月17日（日） INTI

吾田小学校 11月18日（月） 劇団ぱれっと

内海小学校 11月19日（火） 劇団ぱれっと

みやざき中央支援学校 11月19日（火） リラの会

本庄小学校 11月20日（水） んまつーポス

桜ヶ丘小学校 11月20日（水） 劇団ぱれっと

所　属　名 公 演 日 アーティスト名

吾田中学校 11月21日（木） 外山友紀子

本城小学校 11月22日（金） んまつーポス

宮崎東中学校 11月22日（金） 温故知新

宮崎工業高等学校定時制 11月22日（金） 村上三絃道

加納中学校 11月28日（木） 橘太鼓響座

青島中学校 11月29日（金） 橘太鼓響座

明星視覚支援学校 12月４日（水） リラの会

宮崎南小学校 12月10日（火） 宮崎三曲会

生目台東小学校 12月17日（火） 劇団ぱれっと

生目台西小学校 12月19日（木） んまつーポス

宮崎海洋高等学校 12月24日（火） INTI
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公益文化事業実施報告
平成25年度

６/29 ㈯ ▶ ９/１ ㈰　宮崎県立美術館

来場者数　５２，５９１名

７/13 ㈯ ▶ ９/１ ㈰

宮崎県総合博物館

来場者数　５９，６３２名

　日本における影絵作家の第一人者である藤城清治。
　同展では、これまでに制作された作品のほか、宮崎県内
をスケッチして作り上げた最新作を含め約200点を展示。
　光と影の織り成す幻想的な空間は、多くの鑑賞者を魅了
しました。

　夏休み期間中の開催ということもあって、会場は、大
人から子どもまで多くの家族連れで賑わいました。
　同展では、本県初展示となる標本資料が公開されるな
ど、非常に興味深い内容でした。

 特別展

よみがえる恐竜時代
～陸海空の絶滅生物たち～

９/１ ㈰

延岡総合文化センター
� 大ホール

入場者数　１，２４９名

　創立60周年を迎えた劇団四季。数あるレパートリーの中から
名曲をピックアップし、ダンスと組み合わせたパフォーマンス
は圧巻のステージでした。当日は生憎の雨にもかかわらず、県
内各地から多くの人が会場に詰めかけ、大盛況のうちに幕を閉
じました。
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　今年度は、歌人の大口玲子氏を全体会の講師として招き
「震災と短歌」と題して講演がありました。分科会では、小
説、詩・エッセー、短歌、俳句の４つに分かれ、担当する講
師と参加者で意見交換が行われました。終了後、多くの参加
者から有意義な会でしたとの感想をいただき、無事終えるこ
とができました。

９/22 ㈰　宮崎県立図書館　参加者数　９５名

　大
おおつか

塚　幸
こうじ

治　弁護士　（都城市）　　　　

　３月までの相談日　電話（0986）46－9666
　１月11日、２月８日、３月８日　原則として、第２土曜日の午前９時から午後１時まで

　佐
ささき

々木　龍
たつひこ

彦　弁護士　（延岡市）　　　　

　３月までの相談日　電話（0982）34－3535
　１月10日、２月14日、３月14日　原則として、第２金曜日の午前10時から午前12時、午後１時  
　から午後３時まで　（受付時間は午前11時半まで及び午後２時半までです。）

互助会無料法律相談
　江

えとう

藤　利
としひこ

彦　弁護士　（宮崎市）　　　　
　３月までの相談日　電話（0985）20－9911
　１月10日、２月14日、３月14日　原則として、第２金曜日の午後１時半から午後５時半まで

※事前に電話予約が必要です。

　参加者はこれまでの最高となり、幅広い年代
の方々がスポーツの秋を楽しんでいました。会
場には、キッズサッカーやボルダリングなどを
体験できるコーナー、県内トップアスリートの
指導によるバドミントンや柔道・剣道などの体
験教室が用意されました。その他にもお楽しみ
じゃんけん大会やロコモ運動器検診コーナーを
設けるなど、老若男女みんなが充実した一時を
過ごしていました。

10/27 ㈰　宮崎県体育館

参加者数　約１，４８５名

第３回 宮崎県エンジョイスポーツフェスティバル
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ご長寿

安楽ハツ子 （県　南）
末永　ミツ （都　北）
加藤マサエ （児　湯）
小田　一子 （県　南）
松田　清子 （県　外）
内田　幹子 （中央東）
内村　嗣男 （都　北）
飯干　　調 （県　北）

瀨戸口マルエ（都　北）
久場　正彦 （中央西）
門川三代子 （県　南）

那須ヨシノ （中央東）
土持　昭郎 （県　南）
武元　省三 （県　外）
蒲原　卓二 （中央北）
田原田鶴子 （県　北）
隈本　　毅 （県　南）
津倉　文子 （中央東）
藤田　豊子 （県　外）
蓑毛千枝子 （中央北）
栗山　忠己 （都　北）
山口チヤ子 （県　南）

河井　行雄 （県　北）
山川　菊枝 （西　諸）
内村ツギ子 （都　北）
甲斐　澄郎 （日　向）
山口　セツ （県　南）
土屋　智顕 （中央南）
西井　幸子 （都　北）
山元　リヱ （中央西）
出水　　進 （中央東）
髙野　愛子 （中央北）
堂籠　節子 （西　諸）

橋口　　了 （児　湯）
渡辺サトノ （日　向）
相良　正雄 （都　北）
馬渡　　逸 （都　北）
宮野原　浩 （中央東）
飯干美恵子 （中央北）
的場　勝子 （児　湯）
荒木　タミ （中央西）

米寿：41 名

申込締切　11月29日（金）必着

ご希望の方に文芸誌「しゃりんばい」を無料でお届けします。

　「しゃりんばい」は会員等が創作した小説、エッセー、短歌、俳句、詩、童話等を一冊にまとめ

た文芸誌です。11月29日（金）までにお申し込みいただいた方に、２月上旬に無料で届けます。

会員番号・区分、氏名、希望冊数を明記し、ハガキ又はFAX、E-mailでお申し込みください。

文芸誌 「　　　　　　」 第 36 号 

〈展示部門〉
絵画、デザイン、書、写真、彫刻、工芸、趣味と生活、
県外公募展入選作品、カードアート作品

宮崎展 　宮崎県立美術館　
平成26年１月９日（木）～18日（土）
※休館日14日（火）

都城展 　都城市立美術館　
平成26年１月21日（火）～26日（日）

延岡展 　延岡総合文化センター　
平成26年１月30日（木）～２月６日（木）
※２月６日は午後１時まで　※休館日２月４日（火）

第36回

第36回教美展では、『書道』部門においてギャ

ラリートークを行います。

皆様のご参加をお待ちしております。

　日　時　宮崎展　平成26年１月12日（日）

　　　　　午後２時～　

　講　師　清野　芳孝　氏

ギャラリートーク開催！

対象：平成25年９月12日から平成25年11月13日までに誕生日を迎えられた方

　　 白寿：１名　　山下フヂ子　（都　北）　　　　古希：67名　　　　喜寿：74名　

参加無料
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「
何
か
変
だ
」

　
著
者
は
こ
れ
ま
で
互
助
会
の
「
し
ゃ
り
ん
ば
い
」
に
作
品
を
発
表

し
続
け
て
お
り
、
そ
の
編
集
委
員
で
も
あ
る
の
で
、
ご
存
じ
の
方
も

多
い
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
の
同
人
誌
「
野
尻
原
」

の
主
宰
者
で
も
あ
り
、九
編
の
う
ち
一
編
を
除
い
た
以
外
は
「
野
尻
原
」

に
発
表
し
て
き
た
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

　
表
題
の
「
何
か
変
だ
」
は
猫
と
カ
ラ
ス
の
戦
い
、
サ
ル
と
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
、
カ
マ
キ
リ
の
話
な
ど
い
ず
れ
も
ち
ょ
っ
と
珍
し
い
見
聞
が
描
か

れ
て
い
て
、
一
見
身
辺
雑
記
的
で
す
が
、
描
写
の
仕
方
が
お
も
し
ろ
く

洒
脱
で
、
人
生
を
観
照
す
る
よ
う
な
趣
が
あ
り
ま
す
。

　
他
の
作
品
は
大
き
く
三
つ
に
大
別
で
き
る
で
し
ょ
う
。
一
つ
は
先
の

戦
争
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
、「
あ
る
特
攻
隊
員
の
遺
書
」
は
、
鹿
屋
か

ら
特
攻
隊
員
と
し
て
飛
び
立
っ
た
野
尻
出
身
の
川
野
忠
邦
の
短
い
一
生

を
追
っ
て
痛
切
で
す
。
二
つ
目
は
歴
史
に
ま
つ
わ
る
も
の
で
、「
寒
河
江
」

で
は
寒
河
江
の
町
と
大
江
親
広
と
の
関
係
が
掘
り
起
こ
さ
れ
て
い
ま

す
。
三
つ
目
は
文
学
者
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
関
す
る
も
の
で
、「
加
治
木

の
旅
」
で
は
、
加
治
木
の
性
応
寺
に
あ
る
歌
碑
か
ら
、
こ
の
寺
と
与

謝
野
寛
・
晶
子
夫
妻
の
意
外
な
関
係
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
作
品
も
、
作
者
の
該
博
な
知
識
や
調
査
に
裏
打
ち
さ
れ

て
お
り
、
読
者
は
読
み
進
む
に
つ
れ
て
、
登
場
す
る
人
物
の
つ
な
が
り

や
作
品
の
背
後
に
広
が
る
大
き
な
世
界
を
感
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
著
作
の
根
底
に
は
自
身
の
経
験
、
特
に
戦
時
中
に
大
村
海
軍
航
空

厰
の
工
員
養
成
所
で
の
悲
惨
な
経
験
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

決
し
て
声
高
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
の
作
品
に
も
、
戦
争
で

人
生
を
奪
わ
れ
た
人
々
へ
の
慨
嘆
や
鎮
魂
の
思
い
が
あ
り
、
お
の
ず
と

反
戦
へ
の
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
短
編
な
の
で
、
ど
れ
か

ら
で
も
読
み
始
め
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
一
読
を
お
勧
め
し
ま
す
。
お
求
め

は
直
接
ご
本
人
へ
。
０
９
８
４
―
４
４
―
０
５
５
８

�

紹
介
者
　
矢
野
　
侑
三

「何か変だ」

黒木竹光 著
（西　諸）

購入希望の方は、
著者にお問い合わ
せください。

と き　平成25年12月14日（土）
　　　　13時30分～16時30分
ところ　宮日ホール（宮日会館内11階）
　　　　　宮崎市高千穂通り1–1–33
お申込み　入場には人数分の整理券が必要となり

ます。はがきに住所、氏名、年齢、枚数、
（はがき1枚で３名分まで）をお書き
のうえ下記事務局へお申込み下さい。
先着順に整理券をお送りいたします。
11月29日㈮がお申込み締切日となり
ます。なお申込者の個人情報はこの講
演会、シンポジウムのためにのみ使用
します。

わかりやすく、楽しい「古事記」　講演会・シンポジウム
県民芸術祭　記紀編さん1300年記念事業

プログラム

お申込み・お問合せ先

13：30 開　会
　　　　 主催者あいさつ
13：40 基調講演
　　　　 「古事記・海幸山幸のロマン」
� 講師　宮崎県立看護大学　准教授　

� 大館　真晴 氏
14：30 休　憩
14：40 シンポジウム
　　　　 「私たちの日向神話、古事記」
� パネラー　　　　　
� 　伊藤　一彦 氏
� 大館　真晴 氏
� 県内高校生３名
� コーディネーター　
� 　南　　邦和 氏
16：30 閉　会

〒880-0804
宮崎市宮田町13番16号 県庁10号館１階
公益財団法人宮崎県芸術文化協会事務局
TEL 0985–31–2780　FAX 0985–31–2782
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敬　　弔

氏　　名 年齢 逝去日 地 区

佐藤　　富 101 H25.７.25 中央西

白瀧　龍雄 85 H25.８.30 西臼杵

塩井川景行 95 H25.９.２ 西　諸

中島真喜生 73 H25.９.５ 中央北

長尾　キミ 87 H25.９.６ 県　南

江上　　均 88 H25.９.７ 中央北

有馬　哲司 83 H25.９.８ 都　北

松田　　泉 76 H25.９.９ 県　南

武田　陸奥 91 H25.９.10 都　北

主税　三郎 78 H25.９.10 都　北

吉井　スイ 90 H25.９.11 中央西

甲斐千代子 82 H25.９.13 県　北

田口ツル子 86 H25.９.15 西　諸

岡野　康政 89 H25.９.16 都　北

天辰　敏雄 87 H25.９.16 中央南

松田　俊一 65 H25.９.16 都　北

氏　　名 年齢 逝去日 地 区

川越康七郎 81 H25.９.17 中央東

永井　初志 84 H25.９.21 中央北

那須ヤエ子 85 H25.９.24 中央西

野間　　優 84 H25.９.24 中央南

小野　重幸 83 H25.９.24 中央西

難波美喜子 82 H25.９.24 県　北

金丸　整吉 85 H25.９.27 日　向

大塚　治男 76 H25.９.27 中央西

有川　秀彦 88 H25.９.29 都　北

長坂　恒雄 80 H25.９.30 県　北

山城　宗隆 83 H25.10.１ 中央北

中村　義人 86 H25.10.２ 中央北

川越　　充 85 H25.10.３ 中央西

武本　　博 62 H25.10.６ 中央南

関谷　修史 68 H25.10.７ 西　諸

池田　松男 91 H25.10.10 中央南

氏　　名 年齢 逝去日 地 区

川畑　美俊 75 H25.10.11 西　諸

岩田　芳人 75 H25.10.11 県　外

時任　清昭 73 H25.10.11 中央南

佐藤　重信 83 H25.10.12 中央北

宮本　栄吉 78 H25.10.13 県　北

長友　幸雄 82 H25.10.14 児　湯

村上　徳子 81 H25.10.14 児　湯

江良　　修 69 H25.10.16 中央西

山極　秀男 72 H25.10.18 都　北

日髙　利憲 83 H25.10.19 中央西

藤原　悦子 70 H25.10.21 都　北

高妻　義克 88 H25.10.22 県　北

佐々木千之 82 H25.10.22 中央西

齊野平宏直 81 H25.10.23 児　湯

河野フミ子 80 H25.10.24 中央東

黒木　貞子 95 H25.10.27 児　湯

●事務局閉鎖
　職員研修のため、11月22日（金）の午後
２時30分から事務局を閉館します。宿泊補
助券の受け取り等、窓口業務はできません。
ご了承ください。
●事務局休業
　　平成25年12月28日　から
　　平成26年１月５日　まで
年末年始のため休業です。この期間に到着
した療養補助金請求書は、「平成26年１月
６日の受け付け」となります。

事務局からのお知らせ

　・宮崎レマンホテル（宮崎市）
　　　取消日：平成 25 年９月 30 日
　　　理　由：施設閉館のため　

　・いこいの村いむた池（鹿児島県）
　　　取消日：平成 25 年 10 月５日
　　　理　由：施設経営移譲のため　

　個人情報保護法の施行により、法人等はそ
の保有する個人情報について確実に管理する
ことが求められ、万が一守られなかった場合
は、罰則が科せられることもあります。
　これに伴い、教職員互助会では「個人情報
保護規程」を定めるなど、みなさんの個人情
報については、厳格に管理をしています。
　教職員互助会が保有する加入者の個人情報
については、療養補助金等の給付や会報の送
付など、事業を実施する目的にのみ使用して
います。

指定宿泊施設の指定取り消しについて

加入者の個人情報について

“個人情報”と聞くと、「住所、氏名、生
年月日、電話番号」などをイメージしま
すが、何か他の情報（例えば名簿など）
と照合することにより、特定の個人を識
別できる情報も含まれます。

マメ知識


